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プロジェクト概要

 本プロジェクトは、附属岡崎小学校が発行する文集『ひばり』および附属
岡崎中学校が発行する文集『つくし』（各2013年～2023年の10年分）を資
料とし、児童・生徒の各発達段階における文章作成能力を書き出しと結び、
話の展開の仕方、語彙、比喩表現などから多角的に明らかにすることを目的
とする。
 特に今年度は『つくし』を基に、生徒の作文の分析に力を入れる予定であ
る。その結果を前年度のプロジェクトで明らかにした児童作文の分析結果と
突き合わせ、児童・生徒の作文能力について解明する。
 また、分析結果をもとに、児童・生徒の学年別および作文のジャンル別の
指導法を提案することで、小学校および中学校の現場での作文指導への還元
を目指す。

研究の目的

 まず、『つくし』の書き出しと結び、話の展開の仕方、語彙、比喩表現な
どを類型化した。分類をもとに、「生活作文」「詩」「読書感想文」「説明
文」などのそれぞれの文章の特徴を学年別に記述した。その上で、『つく
し』の分析結果を『ひばり』の分析結果と突き合わせ、児童・生徒の発達段
階における文章作成能力を明らかにした。

 本研究は、附属岡崎小学校が発行する文集『ひばり』および附属岡崎中学
校が発行する文集『つくし』（各2013年～2023年の10年分）を資料とし、
児童・生徒の各発達段階における文章作成能力を書き出しと結び、話の展開
の仕方、語彙、比喩表現などから多角的に明らかにすることを目的とする。

研究の方法

児童・生徒の発達段階における文章作成能力の解明



研究の成果
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